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革

本市で臥明治2 2年の市制施行と同時に上水道設置の要望が高まり、明治4 3年より水源地調査T3:ど

が開始されたOその結果、水源地として八景水谷・水前寺などが、_また、配水池として熊本城・立田山な

どがそれぞれ候補地として挙げられたが、水利関係などにからむ肝余曲折を-て、大正1 1年3月に、八

景水谷を水源地に、立田山を配水池にとする計画の事業認可を受けた0

本事業臥大正1 2年4月に関係住民との了解も成り、大正1 3年1 1月(総事業費約21 2万円)に

竣工し通水をみた。

その後、市周辺町村の合併が進むとともに、水道も拡充されたが、第2次大戦による施設の荒廃と戦後

の市人口の増加は必然的に配水能力の不足を招き、戦後の一時期臥時間給水Ti・どにより運営せざるをえ

Ti:い状態となったO

これに対処するため、水源地の確保を主とした第1次拡張事業を起しているOまず、第1期工事として、

旧三菱重=業の施設を買収し健軍(現健軍水源地)に水源を求め、総事業費1,7 00万円により昭和2 5年

8月に竣=し、 1日の配水能力も36,000rfと増強された0

第2期工事として、昭和25年8月に、目標年次昭和40年における給水人口20万人、 1日最大給水

量60,000 m3として着=し、 -本木及び亀井の2水源地の新設、立田山配水池の増設などを、総事業費約

3億320万円により昭和3 1年1 1月に完=しているo

引き続いて昭和3 3年1月に、昭和4 6年における給水人口3 5万人、 1日最大給水量103,000 rfと

した第2次拡張事業(5カ年計画)を着工し、川尻・城山の両水源地の新設、徳王配水池の新設、健軍・

八景水谷両水源地の井戸増設及び立田山配水池の増設などを実施(総事業費7億9,8 00万円)し、昭和

4 0年3月に完成、これにより川尻・高橋地茎があらたに給水区域となったO

昭和4 0年代に入ると、都市活動の急速な進展とともに市周辺部-の市街地の拡がりはめざましく、水

の需要増は次の計画の発足を急がせ、昭和4 1年4月第3次拡張事業に着手した。当初計画は、昭和5 5

年における給水人口425,700人に対して1日最大給水量165,000m3を給水するための事業を、 1 0カ

年間事業として実施するとして発足した.しかし、予想抜上の急激な水需要の伸びにより、昭和4 4年

1 0月には目標年次における1日最大給水量を211.140iとする第1回の計画変更を余儀Tj:くされたo

また昭和4 7年1月、西部地区の原水の除鉄、除マンガン浄水施設を設置するため、第2回目の計画変

更を行った。

さらに昭和4 8年1月に臥麗麻村の合併と市街地の拡大等に対処するため、給水区域の変更に併せて

給水人口461.000人、 1日最大給水量283,000i㌔とし、事業年次を昭和5 3年度(目標年次昭和5 5

年)まで延長した第3回計画変更を実施した。しかしながら、昭和5 4年度からの発足を予定した新拡張

計画の取水地点が変更とTi:ったことなどから、急拠、昭和5 4年1月に、目標年次を昭和5 6年とした第

4回計画変更を行い、本事業が昭和5 5年度で完了するようその進捗に鋭意努めているO

第3次拡張事業のE]標年次が昭和5 6年であることに加えて、都市構造の変化と市民の生活水準の向上

等による将来の水需要は更に増大するものと考えられ、併せて御幸・田迎・画図などの未給水区域の解消

TLどを包合した第4次拡張事業の策定を急ぎ、昭和5 5年2月に、目標年次昭和65年、給水人口615,800

人、 1日最大給水量370,00Or㌔とする事業の認可を得た。

この第4次拡張事業でも、その原水は全量を地下水でまかなう計画であり、事業は昭和5 5-6 2年度の

8カ年計画として本年度より着工している。
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第3次拡張事業計画

本計画開始時における給水能力129,700塊( 1日最大給水量)を1 53.30碗増量し、 283,000

蝿の給水能力を確保する。

許可年月日

期　　　間

目標年次

基本計画

総事業費

事業内容

取水施設

井戸新設

導水施設ノ

導水管

昭和41年2月15日

昭和41年4月1日～昭和56年3月31日

昭和56年

計画給水人口　　4 6 1.0 0 0人　1日最大給水量　　　2 8 3,00 0塊

1人1日最大給水量　　614玖日　1人1日平均給水量　　　476久日

15,691,1 93千円(内起債14,604,900千円)

34本　　取水能力153,300塊

口径700-15　　　　延長-15,953m

浄水施設

漣水機　　　　　7式

滅菌装置　　　　2 4式

送水施設

送水ポンプ　　　23台

送　水　管　　　口径800-20　　　延長-9,091m

配水施設

配　水　池　　14池　　配水能力　72,050㌔

配水ポンプ　　　　9台

配　水　管　　口径900-75mm　延長-364,783m

第4次拡張事業計画

本計画開始時における給水能力2 8 3,0 0 0ヴ白(1日最大給水量)を8 7,0 0 0ザ白増量し、 3 7 0,0 0鴫

の給水能力を確保する。

許可年月日

期　　　間

目標年次

基本計画

昭和55年2月18日

昭和55年4月1日～昭和63年3月31日

昭和65年

計画給水人口　615,800人　1日最大給水量　　370,000%

・人1日最大給水量　601玖目　1人1日平均給水量　　　462m/M日
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総事業費

事業内容

取水施設

井戸新設

導水施設

導水管

浄水施設

滅菌装置

送水施設

送水ポンプ

送　水　管

配水施設

配　水　池

配水ポンプ

配　水　管

23,935,985千円(内起債23,503,000千円)

1 8本(内予備井2本)取水能力8 7,000%

口径1.200-150mm　　延長-6,950m

6式

5台

口径700-300mm　　延長-7,555m

5池_　配水能力58,750i㌔

7台

口径1.350-75mm　　延長-254,925m
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2　事　業　概　要

(1)給水普及状況

∴ 行 政 区 域 内 (心 給 J水 区 域 内 03) 現 在給 水(C )

人 口 戸 数
普及率 (C / A )

人 口 戸 数
普及率(C / B )

人 口 戸 数
人 口 戸 数 人 口 戸 数

50
人 戸 % % 人 戸 % % 人 戸

4 8 9 ,5 6 1 1 5 3 ,0 2 8 8 6.2 8 8.5 4 8 9,0 3 0 1 5 2,9 1 6 8 6.3 8 8.6 4 2 2,0 8 1 1 3 5,4 4 6

5 1 4 9 6 ,8 9 1 1 5 5,5 9 7 8 7一0 9 1.8 4 9 6,3 6 0 1 5 5,4 8 5 8 7.1 9 1.9 4 3 2 ,5 0 0 1 4 2,8 2 0

5 2 5 0 4 ,4 0 1 1 5 8,7 8 3 8 9.3 9 3.5 5 0 3,8 7 0 1 5 8,6 7 1 8 9.4 9 3.6 4 50 ,4 2 2 14 8,4 8 5

5 3 5 10 ,3 3 9 1 6 1,3 8 7 8 9.9 9 5.7 5 1 0,1 5 7 1 6 1,2 7 3 8 9.9 9 5.7 4 5 8,5 3 5 1 5 4,3 6 5

5 4 5 1 6,2 9 8 1 6 4,1 3 8 9 0.3 9 7 .3 5 1 5,7 6 6 1 6 4,0 2 4 9 0.4 9 7.4 4 6 6 ,1 7 2 15 9,7 2 1

(2)配　水　量

区分
総 配 水量

1 日 最 大 1 日 最 小 1 日平均 1 人 1 日最 1 人 1 日平 最大月の1 日

年度 配 水 量 配 水 量 配 水 量 大 配 水量 均 配 水 量 平 均配 水量

5 0
3m m3 I㌔ 3m Je, A m3

6 5,3 18 ,5 2 8 8/ 4 2 2 1.7 0 2 1/ 1 1 3 0,9 4 6 1 7 8,4 6 6 5 4 3 4 3 3 2 0 3.3 9 8

5 1 66 ,4 6 4,4 4 1 8/ 9 2 2 1.15 0 1/ 1 1 3 5,9 4 1 1 8 2 ,0 9 4 5 1 6 4 2 4 2 0 8,4 8 7

5 2 6 9,9 6 6,9 9 7 8/ 1 2 3 8▼3 3 0 1/ 1 1 4 4 ,9 9 9 1 9 1.6 9 0 5 34 4 2 9 2 1 7,2 6 0

5 3 7 3,2 1 9,4 2 9 7/ 2 4 2 4 8,4 6 1 1/ 1 1 4 5 ,7 2 6 2 0 0,6 0 1 54 7 4 4 0 2 3 3,4 6 2

5 4 7 2 ,6 5 5,1 3 8 8/ 1 2 3 9,5 12 1/ 1 1 4 9,4 1 5 1 9 8,5 1 1 5 1 7 4 2 8 2 1 7,2 5 6

(3)南牧水量と無効水量

区 分

年

総 有 収

水 量

1 日平 均

.有 放水量
有 収 率 無 収 水 量 無 収 率 総 有 効 水 量

1 日平 均

有効 水 量
有 軸 率 無 効 水 量 無 効 率

5 0
tn3 m 3 % 3

孤
% m3 m 3 % 3

m
%

4 9 ,0 1 4 ,0 0 5 1 3 3 .9 1 8 7 5 .8 4 8 9 ,5 9 0 0 .7 6 4 9 ,5 0 3 ,5 9 5 1 3 5 ,2 5 6 7 6 .5 1 5 ,1 8 2 ,9 4 7 2 3 .5

5 1 5 0 ,4 3 3 ,0 3 4 1 3 8 ,1 7 3 7 6 .0 5 4 4 ,5 7 6 0 .8 2 5 0 ,9 7 7 ,6 1 0 1 3 9 ,6 6 5 7 6 .8 1 5 ,3 7 3 ,6 3 8 2 3 .2

5 2 5 3 ,0 6 0 ,5 1 8 1 4 5 ,3 7 1 7 6 .0 6 7 1 ,6 6 3 0 .9 6 5 3 ,7 3 2 ,1 8 1 1 4 7 ,2 1 1 7 7 .0 1 6 ,0 6 5 ,9 2 8 2 3 .0

5 3 5 5 ,3 0 0 ,9 2 8 1 5 1,5 0 9 7 6 .0 3 3 2 ,8 3 2 0 ー4 6 5 5 ,6 3 3 ,7 6 0 1 5 2 ,4 2 1 7 6 .5 1 7 ,0 9 2 ,5 8 1 2 3 .5

5 4 5 5 ,3 7 3 ,7 1 1 1 5 1,2 9 4 7 6 .1 4 3 8 ,1 7 4 0 .6 0 5 5 ,8 1 1 ,8 8 5 1 5 2 ,4 9 1 7 6 .7 1 6 ,9 8 4 ,6 0 1 2 3 .3

(4)水道管延長

区分 導 水 管 送 水 曹 配 水 管

延 長 延 長 延 長

5 0
班 m m

8 ,0 5 4 2 0 ,0 6 5 1 .1 1 0 ,0 1 2

5 1 l l .7 2 7 2 0 ,0 6 5 .1、1 5 5 ,9 4 0

5 2 1 3ー3 5 3 2 0 ,0 6 5 1 ,2 1 5 ,7 2 7

5 3 1 4 ,0 7 4 2 0 ,0 9 4 1、2 9 2 ,2 4 1

5 4 1 5 ,6 0 7 2 2 ,3 0 7 1 ,3 4 7 ,5 5 8

(6)口径・用途別給水量及び収入状況 (昭和54年度)
ワ貼 .J 紛

*& * 蝣サ 構 成 比 収 入 構 成 比

般

用

Ⅲ 1 m3 ー0 円 %

1 3 3 3 ,4 0 0 ,5 0 0 6 0 ー3 1 2 ,3 6 7 ,7 1 3 ,9 1 2 4 9 .1 7

2 0 4 ,6 0 6 ,4 8 0 8 .3 2 3 5 8 ,4 9 5 ,2 5 1 7 .4 4

2 5 4 ,8 1 6 ,3 0 6 8 .7 0 4 4 3 ,4 8 4 ,4 4 0 9 .2 1

4 0 3 ,5 1 9 ,6 2 7 6 .3 6 4 4 1 ,0 1 2 ,4 9 0 9 .1 6

5 0 2 ,9 4 8 ,9 4 8 5 .3 2 3 8 7 ,3 2 5 ,7 7 8 8 .0 4

7 5 3 ▼3 5 9 ,1 0 8 6 .0 7 4 5 1 ,1 1 8 ,2 3 0 9 .3 7

1 0 0 1 ,5 1 7 ,3 7 8 2 .7 4 2 0 5 ,8 1 4 ,2 5 5 4 .2 7

1 5 0 6 0 9 ,8 3 7 1 .1 0 8 4 ,4 8 9 ,5 0 0 1.7 5

湯 屋 用 1 9 7 ,7 3 3 0 .3 6 5 ,1 6 5 ,4 1 2 0 ー1 1

共 用 1 2 7 ,4 8 3 0 .2 3 6 ,3 4 3 ,0 6 0 0 .1 3

一 時 用 2 7 0 ,3 1 1 0 .4 9 6 4 ,8 5 8 ,8 2 0 1 .3 5

計 5 5 ,3 7 3 ,7 1 1 1 0 0 .0 0 4 ,8 1 5 ,8 2 1 、1 4 8 1 0 0 .0 0
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3　料金及び加入金

(1)水道料金
昭和52年1 2月22日改定
昭和53年　2月　1日実施

区分

口径

.用途別

基 本 料 金

( 1 月 につ き )

従 量 料 金 ( l rf につき)

第 一 段 第 二 段 第 三 段 第 四 段

般

用

1 3 mm 8 m3以下 4 0 0 円 b m3以上

2 0 rf 以下

7 0 円

2 1 【㌔以上

3 0 m3以下

8 0 円

3 1 ms以l上

4 0 m'以下

9 0 円

4 1 m1

1 0 0 円

2 0 mm 8 m3以下 5 0 0 円

2 5�" 8 I㌔以下 7 0 0 円

4 0 mm 1,8 0 0円

1 I㌔以上

5 0 rf 以下

1 0 0 円

5 1 I㌔以上

1 0 O r㌔以下

1 1 0 円

1 0 1 i㌔以上

5 0 O n㌔以下

1 2 0 円

5 0 1 nP以l上

1 3 5 円

5 0 mm 4,0 0 0円

7 5 mn 7,0 0 0 円

1 0 0 m 1 2,0 0 0円

1 5 0 mm 2 5,0 0 0円

浴 場 営 業 用 1 5 0 rf 以下 3,0 0 0円 1 5 1 i㌔以上 1 Tがにつき 2 5 円

共用 給 水 装 置
1 戸につき 6 m3以下
(基本水量 ) 2 0 0 円

基本水量を仁える水量 1 m3につ き 3 0 円

一 時 用 1 m3につき2 4 0 円

私 設 消火 せ ん
口径 5 0 Ⅷー未満 2 0 分以内 1 個 1 回につを 3 0 0 円

口径 5 O nnnJ以上 2 0 分以内 1 個 1 回につき 6 0 0 円

連合専用給水装置 1 戸につき一般用の料金を通用

'2'共同住宅の料金霊霊:23芸12M22

2ftl呂雲霊

料金

口住

基 本 料 金

( 1月につき)

従 量 料 金

第 一 段 第 二 段 第 三 段 第 四 段

4 0 mm
8 I㌔に戸数を 1 2 m3以下 1 3 ~ 2 2 m3 2 3~ 3 2 m3 3 3m3以上

未 満 乗じて得た量 1m3につき Ira1につ き 1 m3につき 1 T㌔につき

埴本水量)以下

4 0 0 円に戸数

を乗 じて得た

額

7 0 円 8 0 円 9 0円 1 0 0 円

4 0 nm

以 .上

5 0 rf 以下 51~ 100 rf 101、弧3ra! 501m3以上

1m3につき 1r㌔につき 1 m3につ套 1 m3につき

1 0 0 円 1 1 0円 1 2 0 円 1 3 5円

(庄) 「共同住宅」とは、受水槽を設けて、給水を受ける住宅

各戸に局で定めたメータJが取付られている場合は、各戸

I, -:-:記の料金を

毎のメーター口径に応じた「一般用」

各戸にメーターが取付られていTLh場合Qま、

適用
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(3)カロ入金票悪霊9J!20
ini呂芸霊

メーター口径 加入金(基準額)

mm 円

3 0,0 0 013

2 0 6 0,0 0 0

25 9 0,0 0 0

4 0 3 0 0,0 0 0

50 5 4 0,0 0 0

7 5 1、0 5 0,0 0 0

1 00 2,1 0 0,0 0 0

1 50 3,0 0 0,0 0 0

(珪)増径=事の場合は現在の口径と
新口径の差額とする



(4)料金収納状況
(昭和5 4年度)

区 分 人 員
交 付 額 収 納 額 収 納 率 1人 1 カ月当た り 、

件 数 」 m 件 数 1 金 額 件 数 金額 件 数 金 額

委 託 集 金 6 3

件 円 件 円 % % 件 円

1 ,1 5 9 ,5 0 3 2 ,4 3 6 ,0 7 2 ,8 3 7 1 ,0 3 1 ,0 4 4 2 ,1 8 5 ,4 5 5 ,8 6 9 8 8 .9 8 9 .7 1 ,5 3 3 3 ,2 2 2 ,3 1 9

整 理 集 金 4 4 ,2 9 4 1 9 ,1 9 5 ,7 9 5 3 ,7 2 1 1 7 ,8 6 1,3 2 0 8 6 .7 9 3 .0 8 9 3 9 9 ,9 1 2

討 6 7 1 ,1 6 3 ,7 9 7 2 ,4 5 5 ,2 6 8 ,6 3 2 1 ,0 3 4 ,7 6 5 2 ,2 0 3 .3 1 7 ,1 8 9 8 8 .9 8 9 .7 1,4 4 8 3 .0 5 3 ,8 1 7

(荏)　昭和42年4月1日委託業務開始

委　託　先　熊本市練兵町10番1号　株式会社肥後集金センター

委託件数　月平均96,625件　　委託率　100%

委託手数料　徴収1件につき88円(昭55. 4. 1改定)

4　経　営　状　況

(1)収益的収支の推移
(単位　円)

年 度

事 項
5 0 5 1 5 2 5 3 5 4

総 収 益 2 ,2 5 3 , 3 4 3 ,5 2 3 3 ,7 4 9 ,6 8 0 ,4 5 5 3 ,9 4 3 ,2 6 9 ,1 4 8 5 ,0 4 3 ,5 2 3 ,5 0 3 5 ,0 8 9 ,8 5 3 ,7 0 5

料 金 収 入 2 ,1 7 8 , 2 7 7 ,3 2 6 3 ,6 4 5 ,5 1 6 ,3 9 4 3 ,8 0 2 ,6 8 1 ,9 4 7 4 ,8 0 5 ,4 7 6 ,9 5 4 4 ,8 1 6 ,5 8 1 ,7 0 8

そ の .他 収 入 7 5 ,0 6 6 ,1 9 7 1 0 4 , 1 6 4 ,0 6 1 1 4 0 ,5 8 7 ,2 0 1 2 3 8 ,0 4 6 ,5 4 9 2 7 3 ,2 7 1 .9 9 7

総 費 用 2 ,8 5 8 , 3 4 4 ,0 6 9 3 ,2 4 6 , 1 0 9 ,2 0 4 3 ,7 0 3 ,2 1 4 ,5 6 2 4 ,0 9 2 ,2 5 4 ,8 4 2 4 ,4 0 9 ,2 5 4 ,3 7 5

職 員 給 与 費 1 ,2 9 6 ,4 6 4 ,9 9 8 1 ,3 7 8 ,6 2 9 ,3 8 4 1 ,5 4 2 ,4 0 0 ,3 7 2 1 ,6 7 6 ,8 3 7 ,4 9 9 1 ,7 3 9 ,4 4 0 ,8 2 3

電 力 費 2 7 6 ,7 4 7 ,7 9 1 3 5 1 ,9 6 3 ,8 2 0 4 0 7 ,4 5 0 ,4 6 9 4 0 8 ,0 8 7 ,3 5 4 4 4 1 , 1 9 0 ,1 4 6

物 療 費 5 2 ,5 1 3 ,5 5 7 5 8 ,4 3 9 ,3 6 3 7 6 , 3 7 0 ,4 0 4 1 0 1 .5 0 2 ,3 3 7 1 2 4 ,1 9 4 ,7 8 4

凍 価 償 却 費 3 0 9 , 6 7 5 ,7 6 4 3 7 7 ,5 3 6 ,5 6 7 4 4 6 ,3 6 0 ,3 4 6 5 0 9 ,7 0 6 ,6 4 7 5 5 7 ,1 9 6 ,1 8 7

支 払 利 息 5 7 8 , 7 9 6 ,2 0 6 6 6 4 ,3 7 3 ,3 0 0 7 2 3 ,1 0 8 ,0 6 4 7 5 8 ,1 5 1 .2 0 3 8 0 1 ,4 2 5 ,2 3 3

そ の 他 3 4 4 ,1 4 5 ,7 5 3 4 1 5 , 1 6 6 ,7 7 0 5 0 7 ,5 2 4 ,9 0 7 6 3 7 ,9 6 9 ,8 0 2 7 4 5 ,8 0 7 ,2 0 2

単 年 度 損 益 △ 6 0 5 ,0 0 0 ,5 4 6 5 0 3 ,5 7 1 ▼2 5 1 2 4 0 ,0 5 4 ,5 8 6 9 5 1 ,2 6 8 ,6 6 1 6 8 0 ,5 9 9 ,3 3 0

(2)資本的収支の推移
(単位　円)

年 度

事 項 5 0 5 1 5 2 5 3 5 4

資 本 的 収 入 1 ,4 3 5 ,5 1 4 ,6 4 5 2 ,1 6 6 , 1 4 8 ,8 3 3 1 -7 6 1 ,2 8 4 ,5 5 8 1 ,4 2 7 ,4 9 1 ,4 9 4 2 ,5 7 7 ,3 3 8 ,2 8 5

企 業 債 1,2 7 1 ,4 0 0 ,0 0 0 1 ,7 8 3 ー2 0 0 ,0 0 0 1 .3 8 0 , 3 0 0 ,0 0 0 1 ,0 2 6 ,4 0 0 ,0 0 0 2 ,0 8 6 ,6 0 0 ,0 0 0

そ の 他 収 入 1 6 4 ,1 1 4 ,6 4 5 3 8 2 ,9 4 8 ,8 3 3 3 8 0 ,9 8 4 ,5 5 8 4 0 1 ,0 9 1 ,4 9 4 4 9 0 ,7 3 8 ,2 8 5

資 本 的 支 増 1 ,6 0 8 ,4 1 0 ,0 0 9 2 ,2 6 7 ,4 4 2 ,4 7 3 2 ,1 3 1 , 6 1 4 , 8 4 9 2 ,0 7 7 ,4 5 2 ,1 4 2 3 , 3 8 1 ,9 7 8 ,3 1 1

建 設 改 良 費 1 ,4 9 9 ,4 0 9 ,0 2 2 2 ,1 3 2 ,3 5 8 ,8 6 9 1 ,9 6 8 ,3 2 3 ,4 8 8 1 ,8 8 4 ,6 8 5 ,2 6 8 3 , 1 2 8 ,7 5 8 ,8 1 0

企 業 債 償 還 金 1 0 9 ,0 0 0 ,9 8 7 1 3 5 ,0 8 3 ,6 0 4 1 6 3 ,2 9 1 , 3 6 1 1 9 2 ,7 6 6 ,8 7 4 2 5 3 ,2 1 9 ,5 0 1

資 本 的 収 支 不 足 額 1 7 2 ,8 9 5 ,3 6 4 1 0 1 ,2 9 3 ,6 4 0 3 7 0 ,3 3 0 ,2 9 1 6 4 9 ,9 6 0 ,6 4 8 8 0 4 ,6 4 0 ,0 2 6
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(3)供給単価及び給水原価
(単位　円/m3)

年 度 .

事 項 4 5 4 6 4 7 4 8 4 9 5 0 5 1 5 2 5 3 5 4

供 給 単 価 3 2 .2 7 3 2 .2 6 3 2 .0 2 4 1 .1 8 4 2 .2 5 4 4 .4 4 7 2 .2 9 7 1 .6 7 8 6 .8 9 8 6 .9 7

給 水 原 価 3 1.5 8 3 3 .4 6 3 5 .9 4 4 0 .0 7 5 4 .1 6 5 7 .5 4 6 3 .5 6 6 8 .6 5 7 2 .0 8 7 6 .3 6

損 益 0 .6 9 △ 1 .2 0 △ 3 .9 2 1 .l l △ 1 1 .9 1 △ 1 3 ユ0 8 .7 3 3 .0 2 1 4 .8 1 1 0 .6 1

5　職員数及び給与

(1)職種別職員数
(昭5 5.4.1現在)

職 種別

性 別 特 別 職 事 務 職 技 術 職 検 針 そ の 他 計

男 1 8 2 2 0 3 3 5 4 3 2 4

女 2 3 2 3

計 1 1 0 5 2 0 3 3 5 4 3 4 7

(2)職種別1人月平均給与額等
(昭5 5.4月分)

職種 別

事 項
特 別 職 事 務 職 技 術 職 検 針 そ の 他 計

基 本 給 田 4 4 3 .0 0 0 2 5 6 ,2 0 9 2 2 5 ,2 0 2 1 7 4 ,4 3 7 2 8 0 ,4 5 0 2 3 0 ,1 0 1

特 殊 勤 務 手 当 ㈹ 0 7 ,7 9 9 9 ,5 8 5 6 ,6 1 5 7 ,8 9 0 8 ,7 2 6

超 過 勤 務 手 当 銅 0 1 2 ,1 4 4 1 4 ,2 6 7 2 ,2 0 9 1 8 ,7 6 5 1 2 ,4 6 0

そ の 他 の 手 当 田 0 9 ,2 8 9 9 ,4 9 9 7,8 2 9 6 ,6 2 5 9 ,2 3 4

合 計 何 4 4 3 ,0 0 0 2 8 5 ,4 4 1 2 5 8 ,5 5 3 1 9 1 ,0 9 0 3 1 3 .7 3 0 2 6 0 ,5 2 1

年 齢 鮒 5 8 .3 4 6 .0 4 1 .1 3 4 ー4 5 5 .6 4 2 .3

勤 続 年 数 餌 4 .4 2 2 .5 1 7 .4 l l .1 2 3 .6 1 8 .3

(荏)合計欄は特別職を除く
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6　施　　　設

(1)水道施設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭55.4.1現在)

名 称 竣 工 年 次 施 設 能 力

施 設 内 容

井 戸 ポ ン プ

浅 m 取 水 送 水 配 水

水

m

也

八 景 水 谷 大 1 4 . 2 5,0 0 0 m3ノ/甘 2 本

1

2 本 2 台 4 台 上、
ロ

健 軍 昭 2 5. 1 2 9 2,0 0 0 1 3 6 4 6

3

4

一 本 木 2 7. l l 1 8,7 0 0 3 3 2

亀 井 3 0. 8 ,0 0 0 1 3 3 2

1

3

川 尻 3 6. 9,0 0 0 2 2

城 山 3 8. l l,0 0 0 4 4

沼 山 津 4 6. 4 4 ,5 0 0 8 8

麻 生 田 4 4. 3 4 ,0 0 0 8 8

ii 4 5. 1 1移管 8 ,5 0 0 3 3 2

山 室 5 0. 5,3 0 0 2 2 2

池 上 5 1. 1 0,0 0 0 4 4 2

醍 .

水

池

立 田 山 大 1 4 . 2 2,5 0 0 m3 鉄筋 コンク リー ト造 り 5 池

徳 王 昭 3 5 . 1 3,5 0 0 3

川 尻 3 6 . 1,4 4 0 2

城 山 3 8 . 2,6 3 0 2

si 4 5 . 1 1移管 5 0 0 2

岩 倉 . 山 4 7. l l,2 5 0 3

健 軍 4 9 . 2 4 ,0 0 0 2

万 日 山 5 1. 5,0 0 0 o

加

圧

花 岡 山 3 5 . 8 3 0 戎/時 ポンプ 2 台

大 窪 3 6 . 1 0 9.6 2

島 崎 3 8. 7 2 o

長 迫 3 9 . 5 4 2

立 田 山 4 0. 1,5 0 0 2

+

岩 倉 山 4 0. l l 2

高 平 4 0. 9 .6 2

ン′

万 目 4 1. 8 .4 1

上 松 尾 4 3. 1 2 .6 2

プ
谷 尾 崎 4 4 . 1 3 .2, 2

つ ゝ じ ケ 丘 4 4. 1 0 2 1 1

節 本 妙 寺 等 1 4 7. 1 2 7 5 2

本 妙 寺 第 2 4 7. 1 2 2 5 .2 2

託 麻 ー 4 9 . 3 3.6 2

水 質 検 査 室 4 9. 水 質 分 析 器 機 一 式

水 道 記 念 館 4 9. 6 展 示 物 2 0 0 余 点

(荏)施設能力欄中　水源地　　取水最大能力　配水池-　容量　加圧ポンプ所-・・・揚水量を示す

(2)局　　舎

所　在　地　熊本市水前寺6丁目2番45号　　　　構　　　造　鉄廟コソクリ-ト、地下1階、

敷地面積　9,344m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地上3階、塔屋1階

建物面積　延3,480nf　　　　　　　　　　　　施　　　工　龍建設株式会社

着　　　工　昭和37年12月28日　　　　　　　総　工　費　190,621千円

竣　　工　昭和3甲年12月20日
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